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No．527

『２／ 12　大間町郷土芸能保存会大発表会』

町民憲章

　わたしたちは、津軽海峡の青い海と美しいみどりの
丘と、太陽に恵まれた本州の最北の地に住む大間町の
町民です。
　先人の力と汗の偉業をたたえ、自然をいつくしみ、
郷土を愛し、自覚と責任をもって、文化的でたくまし
く、豊かで明るく、うるおいのある住みよい町にする
ためにこの憲章を定め実践します。
　
　１．健康でよく働く豊かな町をつくりましょう。
　１ ．きまりを守り、明るく住みよい町にいたしま

しょう。
　１．教養と文化の高い清らかな町をめざしましょう。
　１ ．互いに話し合う平和でなごやかな町をきずきま

しょう。
　１ ．人を愛し、まことをつくすしあわせな町に育て

ましょう。
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★まちのできごと★

大間幼稚園もちつき会   　

大間幼稚園かるた大会  　

第36回
大間郷土芸能
保存会大発表会

　２月12日（日）、おおま温泉海峡保養センターで

第36回大間郷土芸能保存会大発表会が開催され大勢

の方が詰め掛けました。

　力強い踊りや華麗な舞の他、大間地区の山車４団

体すべてが参加しました。祭り以外では聞けない各

山車の祭りばやしの他、恒例となった山車四車別れ

も披露され、会場からは盛大な拍手や歓声が送られ、

大いに盛り上がりました。最後には、保存会による

餅まきも行われました。

　１月27日（金）、大間幼稚園で“きね”と“うす”

を使い、親子でもちつき会を行いました。

とっても重い“きね”を持って「よいしょ！よい

しょ！」「ぺったん！ぺったん！」、自分たちでつ

いたおもちを、みんなでおいしそうに食べていま

した。

　１月30日（月）、大間幼稚園でかるた大会が行われました。

園児たちは日頃の練習の成果を発揮し、先生が詠んだあとに

「ハイ！」と元気よくかるたをとっていました。たくさんか

るたをとれた園児や全然とれなくて悔しそうにしていた園児

もいましたが、みんなきちんとルールを守って楽しそうに

やっていました。
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★まちのできごと★

第30回大間町青少年健全育成推進大会

恒久的な航路存続へ大きな一歩！

　２月11日（土）、北通り総合文化センター「ウイング」において、「青少年健全育成は地域ぐるみで」
をスローガンに『第30回大間町青少年健全育成推進大会』が開催されました。
　大会では、少年の主張として小学生・中学生・高校生の代表者５人が今感じていることなどを発表
しました。その後、健全育成やスポーツで貢献、活躍した団体･個人への表彰が行われました。講演で
は東京消防庁総括隊長である冨岡豊彦氏が「福島第一原子力発電所事故に挑んで」と題し、今までの
経歴や事故当時の自身の活動について、また「福島の英雄」としてスペインで最も権威のあるアストゥ
リアス皇太子賞受賞の時の写真や映像を交えながら講演が行われました。その後、三遊亭大楽氏も加
わり掛け合いで会場が楽しくなるようなお話をしてくれました。講演を聞いて改めて原発事故の怖さ
を認識しましたが、それだけではなく冨岡隊長や隊員のみなさんがいたからこそ今の日本があると感
じることが出来ました。これからも、冨岡隊長には様々な場面で活躍していって欲しいと思います。
また、講演後には母校の後輩でもある大間高校の生徒から花束の贈呈がありました。

▲標語の部最優秀賞の新田叶心ちゃん ▲講師の冨岡豊彦氏 ▲少年の主張を発表した皆さん

　去る、１月31日（火）に開催された第１回大間町議会臨時会において、船舶建造工事の締結につい
て採決の結果、可決されました。これにより、フェリー建造に着手し恒久的な航路存続に向けて大き
な一歩を踏み出すことになりました。
　フェリー建造は、総額26億400万円で内海造船所㈱（本社：広島県尾道市）が請負い、平成25年４月
の完成予定となっています。
　建造される新たなフェリーの主な仕様及び新船建造工程（予定）は下記のとおりです。

仕　様 新　船 ばあゆ

全 長 約91ｍ 83.44ｍ

幅 約15.65ｍ 14.52ｍ

総 ト ン 数 約1,985トン 1,529トン

旅 客 定 員 478人 470人

旅客昇降装置 エスカレータ 無

航 海 速 力 18ノット 16.25ノット

年 月 日 内　　容

平成24年５月 起工式

平成24年11月 主機搭載

平成24年12月 進水式

平成25年２月 海上試運転

平成25年４月 完成引渡

　なお、工事の進捗状況については、広報で随時お知らせします。
 建造費　26億400万円の財源内訳  
　建造費26億400万円の内訳は、大間町の負担が16億400万円、青森県からの補助金５億円、新船を共
有で建造するため、独立行政法人　鉄道建設・運輸施設整備支援機構の負担が５億円となります。

名　　　称 負担・補助額

大間町 16億400万円

青森県 ５億円

独立行政法人

鉄道建設・運輸施設

整備支援機構

５億円

計 26億400万円

 大間町償還予定  
　大間町負担の16億400万円のうち、過疎債借入の15億５千万円
を10年～ 12年間で返済。過疎債を使うことにより、15億５千万
円の７割が国から普通交付税で手当てされることになります。
　また、共有で建造するため、独立行政法人　鉄道建設・運輸施
設整備支援機構の負担額５億円については、町が11年間で返済し、
返済終了後に大間町だけの所有になります。
　なお、大間原子力発電所に伴う固定資産税が大間町に入れば国
からの交付税の不交付団体となり、上記の返済については変更に
なりますが固定資産税で返済が可能になります。
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　平成23年12月13日の３歳児健診は20名のお子さんが受診しました。

　歯科健診の結果、むし歯がある子は12名（60％）もいました。

　むし歯があると、噛む力が弱くなったり、正しい発音ができなくなったり、

といった影響が出る場合があります。歯が生えたら、しっかりとケアを行い、

むし歯をつくらないようにしましょう。

「糖尿病の裏に潜む世界」
　病院だよりでは今年度、生活習慣病の高血圧症、脂質異常症について取り上げられていましたが、今回は残
りの糖尿病について少しお話ししたいと思います。生活習慣病（高血圧症、脂質異常症、糖尿病）は生活習慣
の乱れから起こる病気ですが、どれも病初期は症状が少ない病気です。そのため、なんでこれらの病気を治療
する必要があるかわからない方もいらっしゃるかもしれません。どうしても仕事が忙しく、薬を飲むのを途中
でやめてしまっている方も外来でみかけます。そんな内服自己中断された方、未治療で放置されていた方が、
急性心筋梗塞や脳卒中で病院に運ばれてきて、残念ながら不幸な結果を迎える現場に私たちは遭遇しています。
私たちはそういう現場に遭遇することを少しでも減らしたいと思っております。
　糖尿病は治療しないと必ず合併症を発症します。一つ目は高血糖が持続するとすべての血管の動脈硬化が確
実に進んでいきます。それにより急性心筋梗塞、脳卒中、下肢閉塞性動脈硬化症（ひどいときは足の切断の必
要）など命に関わる病気を引き起こします。二つ目は糖尿病網膜症で、治療をしないと失明する病気を引き起
こします。三つ目は糖尿病腎症です。腎臓は体内で作られる老廃物を尿として排出させる臓器ですが、糖尿病
の治療をしていかないと腎臓が壊れ、老廃物を尿として出せなくなります。最終的には尿が排出できなくなる
ので、機械的に週三回の透析（半日ベットの上で過ごす）で老廃物を取り除く治療を行わなければいけなくな
ります。透析が必要になる病気は糖尿病ばかりではありませんが、現在透析導入の理由の第１位は糖尿病です。
四つ目は糖尿病神経障害で、手がしびれたり、痛みを感じなくなったり、温度がわからなくなったりなどの症
状を引き起こします。
　以上のように、糖尿病を放置するということを、自分の寿命を短くしているのと同じです。長生きしなくて
もぽっくり逝ければいいと思う人もいますが、糖尿病の方がぽっくり逝けず、何らかの合併症で必ず周囲の人
の助けが必要になることが多いです。
　糖尿病の方、検診で高血糖を指摘されている方、もう一度自分の生活を見直してみてください。当院で生活
習慣の是正、糖尿病の治療を一緒にがんばっていきませんか。お待ちしております。

Ｈ23.12.13の３歳児健診でむし歯がゼロ本だった子を紹介します。　　　
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○●○本人の感想○●○
　10月では減量に驚きとか、苦しくないとか、威勢のいいこと
を言って今は後悔しています。今年の冬は寒いから、雪が多い
から、飲みに誘われたからなどの言い訳はきかない事態となり
ました。初心に返り体重計と仲良く奮闘したいと思います。

第183号 担当：藤巻保健師
　　　山崎管理栄養士

メタボ解消奮闘記

日　時　３月７日（水）
対象者　平成23年10月～23年11月生
　　　　平成23年４月～23年５月生
場　所　総合開発センター

ハローベビールーム
日　時　３月26日（月）、３月27日（火）
対象者　３月26日
　　　　　中学１年、２年相当の人
　　　　３月27日
　　　　　中学３年、高校１年相当の人
場　所　大間病院外来

子宮頸がん予防接種

日　時　３月16日（金）
対象者　平成19年２月～19年３月生
場　所　総合開発センター

５歳児健康相談

日　時　３月27日（火）
場　所　大間町公民館２階
時　間　13：00～ 15：00
　精神保健福祉ボランティアとお茶など飲みな
がらお話ししませんか？

サロンぬくもり

日　時　３月27日（火）
場　所　大間町公民館２階
時　間　13：00～ 15：00
　サロンぬくもりの際、保健師が心の健康相談
を受け付けています。

心の健康相談 日　時　３月９日（金）
対象者　ＭＲ　平成22年３月10日
� ～平成23年３月９日生
　　　　三種混合　平成16年９月10日
� ～平成23年12月９日生
場　所　大間病院外来

MR（麻疹・風疹混合）三種混合（DPT）予防接種

日　時　３月２日（金）、23日（金）
対象者　３月２日　平成19年３月３日
� ～ 24年１月２日生
　　　　３月23日　平成19年３月24日
� ～ 24年１月23日生
場　所　大間病院外来
※接種には住民福祉課への予約が必要です。

Hib・小児用肺炎球菌ワクチン予防接種

～自分の健康を見つめなおす機会に町の特定　健診や健康教室をぜひ利用してください～

○●○保健師・管理栄養士コメント○●○
　約半年間、本当にお疲れ様でした!!
　順調に取り組みを続けていた８～ 11月までは確実に体重が
落ちている様子でした。このことから、意識して生活を変える
だけでも効果があったことがわかります。しかし、忘新年会シー
ズンで飲み会が増え、取り組みを続けるのが億劫になってきた
頃から徐々に体重が増え始めました。
　生活を改善するためには、自分が出来ることを地道に続ける
ことが重要です。最初は面倒ですが習慣になれば健康へ１歩前
進となります。『最後の一口を我慢する』『通勤
を徒歩にする』など、これからも自分で出来る
ことを続けていきましょう♪
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平成24年度　大間町奨学生募集
　次のとおり大間町奨学生を募集しますので、希望者は期日までに関係書類を添えてお申し込みくだ
さい。
　なお、添付書類によっては日数がかかる場合や現在の在学校へ依頼が必要となる場合等があります
のでご注意下さい。
■貸与資格　大間町に居住する者の子弟で、高等学校並びに同等以上の学校及び町長が適当と認めた

各種養成機関（専門学校）に在学する者
■募集期間　平成24年４月２日（月）から平成24年４月27日（金）まで
■貸与金額　高校生……月額１万５千円
　　　　　　大学生……月額３万円（専門学校・短期大学・大学院を含む）
■貸与期間　各学校とも在学学校の正規の修業期間
■提出書類　①奨学金貸与申請書（教育委員会の用紙）
　　　　　　②在学証明書（在学学校にて発行したもの）
　　　　　　③奨学生の戸籍謄本（町役場戸籍窓口にて発行したもの）
　　　　　　④保護者等の前年度所得証明書及び納税証明書（町役場税務保険課にて発行したもの）
　　　　　　※保護者等…独立の生計を営み奨学金償還の責めを負うことのできる者
　　　　　　⑤連帯保証人の前年度所得証明書及び納税証明書（町役場税務保険課にて発行したもの）
　　　　　　※連帯保証人…大間町に居住する者で、独立の生計を営み奨学金償還の責めを負うこと

のできる者
　　　　　　⑥奨学生推薦書（教育委員会の用紙）
　　　　　　・卒業した学校の推薦書（開封無効証明のもの）
　　　　　　※遠方の学校で、期日までに間に合わない場合は事前にご連絡ください。
■選考基準　品行方正、学業優秀な者で、健康状態及び家庭事情、保護者・連帯保証人が、公的債務

を履行し（税金等納付済みであること）、奨学金償還の責任を負うことができるか等、また、
学校長等が奨学生として推薦した者を、総合的に判断のうえ選考。

■貸与決定　奨学生選考委員会に諮り、５月下旬ごろ決定通知書を送付します。

 問大間町教育委員会教育課　奨学金担当　御厩敷・佐々木　☎37-2103

今月の
あいさつ

運 動

～児童生徒をみんなで見守りましょう～

　　３月１５日（第３木曜日）　午前７：１０～７：４０
　＜大間地区＞ ● 大間小学校前交差点 ● 町営住宅前交差点 ● 大間保育園前交差点
　＜奥戸地区＞ ● 電源開発奥戸分所付近
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傳
法　

佳
祐
、
松
村　

尚
輝
、

　

米
澤
佑
太
郎
、
大
西　

智
美
、

　

角
野　

瑞
紀
、
長
後
明
日
香
、

　

傳
法　

愛
佳
、
能
登　

有
理
、

　

古
川　

美
香
、
渡
辺　

陽
花

◇
第
三
学
年

【
奥
戸
中
…
一
二
名
】

　

大
久
保
海
斗
、
岡
部　

将
太
、

　

菊
池　

恭
平
、
坂
本　

巨
樹
、

　

笹
谷　

泰
二
、
佐
藤　

佳
樹
、

　

髙
松　
　

樹
、
奥
本　
　

笑
、

　

笹
谷　

小
雪
、
髙
松　

里
奈
、

　

増
山
沙
也
花
、
和
田　

葉
月

【
大
間
中
…
二
〇
名
】

　

石
戸　

将
太
、
伊
藤　

優
作
、

　

伊
藤　
　

龍
、
木
下　

款
太
、

　

小
濱　

大
聖
、
佐
々
木
冬
威
、

　

澁
田　

怜
央
、
田
中　
　

蓮
、

　

佃　
　

俊
平
、
新
田　

晃
樹
、

　

新
田　

涼
也
、
皆
野　

洸
太
、

　

山
本　

修
平
、
伊
藤　

成
未
、

　

金
澤
明
日
香
、
佐
々
木
美
里
、

　

白
鳥　

果
歩
、
杉
本　

華
奈
、

　

筑
田　

綺
子
、
渡
邊　

紗
恵

◆
英
単
語
大
会
学
級
賞
◆

・
第
一
位　

奥
戸
中
三
年

・
第
二
位　

奥
戸
中
二
年

・
第
三
位　

大
間
中
二
年
Ｂ
組
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職
業
人
講
話
プ
ラ
ス
を
実
施

 
大
間
高
等
学
校

　

本
校
は
県
教
育
委
員
会
か
ら

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
研
究
校
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
の
一
つ
と
し
て
二
月
一
日
に

職
業
人
講
話
を
実
施
し
ま
し

た
。
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る

十
名
の
社
会
人
に
来
校
し
て
い

た
だ
き
、
話
を
聴
く
こ
と
で
生

徒
が
働
く
こ
と
・
生
き
る
こ
と

に
つ
い
て
考
え
、
将
来
の
進
路

希
望
達
成
に
役
立
て
て
欲
し
い

と
い
う
願
い
か
ら
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
は
ば
た
け
あ
お
も

り
っ
子
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事

業
」
の
中
・
高
連
携
の
一
環
と

し
て
大
間
中
の
一
・
二
年
生
約

百
二
十
名
の
生
徒
も
参
加
す
る

予
定
で
し
た
が
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
の
た
め
参
加
出
来

な
く
な
り
ま
し
た
。
本
校
の
生

徒
達
は
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
す
る

分
野
に
分
か
れ
て
、
早
い
時
期

か
ら
の
職
業
観
の
育
成
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
講
話
を
し
て
い

下
さ
っ
た
方
々
は
次
の
通
り
で

す
。

●
教
育
分
野

　

風
間
浦
中
・
・
稲
寺
隆
司
氏

●
公
務
員
分
野

　

大
間
町
役
場
・
村
川
研
二
氏

　

大
間
警
察
署

 

小
笠
原
大
斗
氏

●
介
護
・
福
祉
分
野

　

み
ち
の
く
荘
・
澤
畑
美
樹
氏

●
販
売
・
事
務
分
野

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
む
つ
店

 

須
藤
由
季
加
氏

●
大
学
分
野

　

青
森
県
立
保
健
大
学

 

浅
田　

豊
氏

●
幼
児
・
保
育
分
野

　

大
間
保
育
園
・
石
澤
教
子
氏

●
看
護
分
野

　

む
つ
総
合
病
院

 

松
本
明
子
氏

●
美
容
・
エ
ス
テ
分
野

　

美
容
室
「
ア
ン
グ
ル
」

 

鎌
田
智
美
氏

●
人
づ
く
り
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野

　

む
つ
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
監
督

 

奥
島
幸
人
氏

　

以
上
の
方
々
か
ら
仕
事
の
や

り
が
い
や
苦
労
し
た
点
あ
る
い

は
企
業
が
求
め
る
人
物
像
・
普

段
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
心

掛
け
た
ら
い
い
か
な
ど
が
話
さ

れ
、
生
徒
達
の
質
問
に
も
丁
寧

に
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

進
路
の
状
況

　

国
公
立
大
学
合
格
者
に
つ
い

て
は
、
昨
年
同
様
六
名
の
合
格

者
が
出
て
い
ま
す
。
就
職
面
で

は
、
希
望
者
が
少
な
い
こ
と
と
、

原
子
力
発
電
所
関
連
企
業
の
募

集
が
あ
る
程
度
い
た
だ
け
た
こ

と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
会
の
方
々

の
つ
な
が
り
等
も
あ
り
、
昨
年

度
に
比
べ
、
か
な
り
順
調
に
内

定
を
得
て
い
ま
す
。
内
訳
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
進
学
】 

合
計
三
十
八
名

◎
国
公
立
大
学 

六
名
合
格

　

弘
前
大
学
・
教
育
二
・

　

理
工
一

　

青
森
公
立
大
学

　

は
こ
だ
て
未
来
大
学

　

釧
路
公
立
大
学

◎
私
立
大
学 

三
名
合
格

　

苫
小
牧
駒
澤
大
学

 

国
際
文
化
学
部

　

城
西
大
学
経
営
学
部

　

朝
日
大
学
経
営
学
部

◎
短
期
大
学 

六
名
合
格

　

青
森
中
央
短
大　
　

二
名

　

青
森
明
の
星
短
大　

二
名

　

八
戸
短
大

　

函
館
短
大

◎
専
門
学
校 

二
十
三
名
合
格

　

県
内 

四
校
五
名

　

北
海
道
内 

八
校
九
名

　

仙
台
市
内 

一
名

　

首
都
圏 

七
名

　

名
古
屋 

一
名

そ
の
内
訳

　

医
療
・
衛
生
系 

五
名

　

介
護
系 

二
名

　

公
務
員
養
成
系 

三
名

　

事
務
ビ
ジ
ネ
ス
系 

四
名

　

保
育
系 

一
名

　

工
業
系 

四
名

　

服
飾
系 

一
名

　

救
急
救
命 

一
名

　

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー

 

一
名

　

マ
ン
ガ
家 

一
名

◎
公
務
員

　

大
間
町
役
場 

一
名

　

自
衛
官 

一
名

　

青
森
県
警 

一
名

◎
県
内
就
職 

七
名

　

Ｊ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス

 

三
名

　

村
林
電
機
、
津
軽
海
峡
フ
ェ

リ
ー
、
青
仁
会
、
風
間
浦
村

商
工
会

◎
県
外
就
職 

五
名

　

佐
川
急
便
、
テ
ツ
ゲ
ン
、
ジ
ェ

イ
ペ
ッ
ク
、
い
せ
源
、
セ
ノ

ン

【教育分野】

【公務員分野】

【販売事務分野】

【看護分野】
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　下北半島のニホンザル被害対策市町村等連絡会議は、2007年５月に『国の天然記念物北限のニホン
ザル』の農作物被害等に苦しむ、むつ市、大間町、風間浦村、佐井村の４市町村と地元民間団体のサ
ル調査会及びＮＰＯ法人で構成し、設立したものです。
　下北半島に生息しているニホンザルは、2011年２月末現在、連絡会議が実施した下北半島一斉調査
では、56群の1,923頭＋αが生息し、個体群（群れ）及び個体数（頭数）が増加していることが明らか
になっています。
　このニホンザルは、個体群及び個体数の増加により行動域の拡大等に加えて農作物被害のみならず、
人家周辺等への定着化も多くなり、地域住民との軌

あつれき
轢が拡大し、地域住民の生活に大きな影響悪与え

ているところです。
　このことから、４市町村では青森県第二次特定鳥獣保護管理計画（下北半島のニホンザル）に基づ
き文化庁・青森県の許可を得、個体数調整（捕獲）を実施しているところですが、依然として個体数（頭
数）が増加している状況にあります。
　４市町村では、様々な対策を実施しているところでありますが、地域住民一人一人の協力が必要不
可欠となっているところです。
　特に農作物被害の拡大が懸念される大間町では農作物被害防止等を図るため、専門的知識等を連絡
会議及び外部研修等を通じて習得するニホンザル保護管理専門員を育成及び配置することで、被害の
軽減及び保護管理を図っていくものであります。
　連絡会議で大間町から委託を受け事業を実施する予定であることから、下記のとおり募集します。

記
１．勤 務 地　大間町内外
２．勤 務 日　月～金（土・日・祭日は休み（被害状況等で出勤あり））
３．勤 務 時 間　午前８時～午後５時（出没状況により変更あり）
４．採 用 予 定　２名（男女問わず）
５．条　　　　件　大間町に居住している方・運転免許証（私用車で山を移動できる方）・わな猟狩猟

免状取得の方優遇・野生動物及び犬の世話、山等に興味のある方（20歳～ 50歳まで）
６．給　　　　料　月額164,000円位
７．社 会 保 険　損害賠償保険加入等の予定
８．勤 務 期 間　平成24年４月１日～平成25年３月31日
９．採 用 方 法　「書類選考または必要に応じ面接により決定いたします。」
10．お問い合わせ　連絡会議　☎44-3113　または大間町役場産業振興課担当係　☎37-2111（内線57）

まで
11．履歴書送付先　〒039－5323　むつ市脇野沢七引201－21
　　　　　　　　　下北半島のニホンザル被害対策市町村等連絡会議　宛
12．締　　　　切　平成24年３月15日（木）まで

ニホンザル保護管理専門員＆モンキードッグハンドラー（人材育成）募集

　下記のとおり、大間町役場では地域での生活環境課題等の支援及びワークシェアリング（仕事の分
かち合い）を目的とした大間町生活環境支援等事業のための日々雇用職員を募集いたします。

１．採用人数　　６名
２．勤 務 日　　⑴　月17日以内
　　　　　　　　⑵　勤務時間は、大間町職員の勤務時間等に関する規程による。
３．採用期間　　上半期：平成24年４月１日から平成24年９月30日までの約６ヵ月間
　　　　　　　　※下半期（11月～３月）募集については９月に予定しています。
４．業務内容　　・道路維持作業並びに施設周辺の清掃作業
　　　　　　　　・観光地・道路・公共施設の清掃作業、除草作業等
　　　　　　　　・街路灯、カーブミラー点検及び清掃、その他生活環境課題と思われる作業
５．給　　与　　日額　６,000円
６．応募資格　　⑴　心身ともに健康な方
　　　　　　　　⑵　普通自動車運転免許を取得している方で通勤可能な方
　　　　　　　　⑶　年齢65歳未満、性別は問いません。
７．応募書類　　⑴　大間町生活環境支援等事業申込書
　　　　　　　　⑵　履歴書
　　　　　　　　⑶　運転免許証写し
８．応募締切　　平成24年３月23日（金）午後５時まで
　　　　　　　　提出先：青森県下北郡大間町大字大間字大間104　大間町役場住民福祉課
　　　　　　　　（郵送による場合は書留で同時刻必着）
９．選考方法　　書類審査　　　※文書にて合否を通知
10．そ の 他　・申込書は役場住民福祉課にあります。
　　　　　　　・採用者は、社会保険、雇用保険、労災保険に加入されます。
＊詳細については大間町役場住民福祉課　☎37-2111（内線25）までお問い合わせください。

大間町生活環境支援等事業日々雇用職員募集
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☆支給対象者
　後期高齢者医療制度に加入している方で医療費と介護サービス費の両方を負担している方が支給の
対象となります。世帯内に後期高齢者医療制度に加入している方が複数いる場合は、世帯で合算します。
☆対象期間
　毎年８月１日から翌年７月31日までの１年間です。
☆支給額
　所得区分に応じて自己負担限度額（表１）があり、支払った自己負担額が自己負担限度額を超えた
場合に、超えた額が支給されます。

表１　自己負担限度額

後期高齢者医療　高額医療・高額介護合算療養費　支給申請のお知らせ

　青森県内市町村税の収入未済額の縮減、税の徴収率の向上にむけて、県内市町村、県市町村総合事
務組合、県が連携して、平成24年４月『青森県市町村税滞納整理機構』を設立します。

大間町は、納税の公平性の観点から、滞納整理機構に参加し、徴収強化に努めます。

�滞納整理機構とは �
　青森県市町村税滞納整理機構は滞納整理を専門に行う機関で、青森県市町村総合事務組合職員と県
からの派遣職員等で構成されます。
　機構では県内市町村から移管された滞納者の滞納事案について、広範囲に徹底した財産調査を行い、
換価できる財産を発見し、これらの財産を差し押さえ、公売することで市町村税を徴収します。

《差押対象となるもの》　土地、建物、給与、売掛金、自動車、電化製品、貴金属など
　　　　　　　　　　　 国税徴収法で認められたあらゆる財産

�滞納整理機構への移管対象となる方 �
・督促、催告に応じない方　・個人町民税、法人町民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税
などを滞納し、納税の相談や連絡がない方　・滞納額が高額な方　など

問税務保険課　☎37-2111（内線40･41） 　お早めの町税の納付にご協力ください！

青森県市町村税滞納整理機構が設立されます

所 得 区 分 自己負担限度額

現 役 並 み 所 得 者 67万円

一 般 56万円

低 所 得 Ⅱ 31万円

低 所 得 Ⅰ 19万円

低所得Ⅱ：世帯員全員が住民税非課税の場合

低所得Ⅰ：世帯全員が住民税非課税であり、世帯員全

　　　　　員の各所得が０円である場合

☆支給申請
　支給を受けるには必ず申請が必要となります。
　なお、支給の要件に該当すると思われる世帯には、２月下旬に青森県後期高齢者医療広域連合から
支給申請のお知らせをお送りします。お知らせが届いた方は担当窓口に申請してください。
　また、対象期間の途中に後期高齢者医療制度に加入した方や転入してきた方等がいる世帯、７月31
日時点で後期高齢者医療被保険者の資格を死亡･生保加入により喪失している方がいる世帯には、支給
対象となる世帯でも、支給申請のお知らせが送られない場合がありますので、対象になると思われる
方は担当までお問い合わせください。

問税務保険課　後期高齢者医療保険係　担当　秋田　☎37-2111（内線42）

○申請に必要なもの
　・支給申請書　・後期高齢者医療被保険者証　・介護保険被保険者証　・印鑑（認印）
　・通帳（または通帳のコピー）等口座情報のわかるもの

※被保険者が亡くなられている場合は受領申立書の提出が必要です。
※被保険者以外の方が申請又は受領する場合は委任状が必要です。
※重度心身障害者医療費の助成を受けている場合は、市町村へ受領を委任する委任状が必要です。
※対象期間中に他の医療保険、介護保険に加入歴があり医療費、介護サービス費の負担がある場合
は、それらの保険の自己負担額証明書が必要です。
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■外国人住民のかたも住民基本台帳法が適用され、住民票が作成されるようになります。
●観光目的など短期滞在者等を除き、適法に３ヶ月を超えて滞在し住所を有する外国人の方に住民票
が作成されます。

●日本人と外国人で構成される世帯では、世帯全員が記載された住民票の写し等が発行できるように
なります。

※入国管理局や役場への手続き忘れなどで、在留資格、期間の更新がされていない方については、住
民票を作成する対象者とならないため住民票が発行できない場合があります。

　必要な方は、お早めに所定の手続きをお願いします。

■役場での手続きが変わります。
●他の市町村に住所を移したときの届出（転出届が必要になります）
　→日本人と同様に転出地の市町村に転出届をして転出証明書の交付を受けた後、転入先の市町村に
転入届をする必要があります。

●在留資格の変更や在留期間の更新をしたときの届出
　→改正後は、入局管理局での手続きのみとなり役場への届出は必要がなくなります。

■外国人登録証明書は、順次「在留カード」又は、「特別永住者証明書」となります。
　改正後も、一定期間は現在の外国人登録証明書は有効ですが、下記のとおり、順次切り替えの手続
きが必要です。

●特別永住者の方
　→現在お持ちの外国人登録証明書にある次回確認申請の誕生日までに役場で手続きが必要です。
※「特別永住者証明書」は、交付の事前申請を受け付けます。（希望者のみ）
●永住者の方
　→改正後３年以内に入国管理局で手続きが必要です。
●上記以外の方
　→改正後の在留期間の更新時、又は在留資格の変更時に入国管理局で手続きが必要です。
※仮住民票の送付について
　平成24年５月頃に町から仮住民票を送付いたしますので、記載内容の確認にご協力をお願いします。

問住民福祉課　戸籍係　☎37-2111（内線26）

～外国人住民の皆様へ～　2012年７月９日から新たな在留管理制度がスタートします！

　公務扶助料や遺族年金等を受けていた方が平成17年４月１日から平成21年３月31日の間に亡くなる
などし、平成21年４月１日において公務扶助料や遺族年金等の受給権者がいない場合に、次の順番に
よる先順位のご遺族お一人が対象となります。
１．平成21年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
２．戦没者等の子
３．戦没者等の①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　　戦没者等と生計関係を有していた方のうち平成21年４月１日において婚姻していたとしても氏が
変わっていない方又は同日において遺族以外の方と養子縁組をしていない方に限ります。
■支給内容　額面24万円、６年償還の記名国債
■請求期間　平成24年４月２日まで
　請求期間を過ぎると時効により権利が消滅し特別弔慰金を受けることができなくなりますので、請
求漏れのないよう十分ご注意ください。

問住民福祉課　☎37-2111（内線23）

戦没者等のご遺族の皆様へ　第９回特別弔慰金について

○特別給付金を支給しています。
○請求の受付は、平成24年３月31日（土）　（消印有効）までとなっています。
○平成22年６月16日にご存命で日本国籍を有する方（同日以降に亡くなられた方は相続人）が対象です。
○まだ請求されていない方は、平和祈念事業特別基金までご連絡ください。
○お問い合わせは☎0570-059-204（ナビダイヤル）　（ＩＰ電話・ＰＨＳからは03-5860-2748へ）
　平日は、９：00から18：00まで受け付けています。（土日祝は休みです。ただし、平成24年３月31日（土）
は受け付けています。）

問　☎03-5860-2748
　（独）平和祈念事業特別基金　E-mail:tmatsumoto@heiwa.go.jp（松本）
　事業部特別給付金認定担当　E-mail:mmori@heiwa.go.jp（森） 住民福祉課　☎37-2111（内線23）

シベリア強制抑留者の皆様へ
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下北地域県民局県税部からのお知らせ
◎自動車税と住所変更について
　自動車税は、毎年４月１日現在の自動車の所有者
に１年分を納めていただく税金で、青森県では６月に
課税しています。
　自動車税の納税通知書は、原則として車検証に記
載されている住所にお送りしています。自動車をお持
ちの方は、引越しなどで住所が変わったときには、
運輸支局で住所の変更登録をする必要があります。
３月中にこの変更登録をしていただくと、自動車税の
納税通知書も変更後の住所に送られることになりま
す。
　すぐに変更登録の手続ができない事情がある場合
は、下北地域県民局県税部まで新しい住所をお知ら
せください。
　また、自動車税の住所変更の届出は県税ホーム
ページでも受付しています。
http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/top.html

問下北地域県民局県税部納税管理課
� ☎22-8581（内線210、211）

『平成24年度大間町水道水質検査計画』を公表します
　平成15年度に水道法施行規則が一部改正され、平
成16年度の施行に伴い水質検査計画の策定及び事前
公表が義務付けられたことから、昨年と同様に『平
成24年度大間町水道水質検査計画』を策定しました。
３月27日（火）から生活整備課窓口での縦覧及びホー
ムページにて皆さまに公表いたします。
　町では、この水質検査計画に基づき、効率的で正
確な水質検査を実施し、今後も「安全でおいしい水」
をお届けいたします。
☆水質検査計画とは？
　水質基準の適合状況を把握するために不可欠であ
る水質検査を行うための「検査項目」、「検査場所」、
「検査頻度」などについて定めたものです。

問生活整備課　☎37-2111（内線33）

行政相談委員交代のお知らせ
－行政相談委員は行政の行う仕事についての
 身近な相談相手です－

　これまで総務大臣の委嘱により行政相談委員を務
めていた川端亜喜男氏に変わり、２月１日から稲葉保
氏が新たに委嘱されました。
　行政相談委員は私たちの日常生活で行政が行う仕
事についての苦情や意見･要望があったとき、解決の
ための助言を行うなどの役割を担っています。
　相談は無料で、秘密を厳守しますので安心です。

○苦情を直接申し出にくい
○どこへ申し出たらよいかわ
　からない
○苦情を申し出たがその措置
　に納得できないなどの場合、
　気軽にご利用ください。

個人債務者の私的整理に関するガイドライン
　借入金の負担でお悩みの方の生活再建を支援し
ます
　このガイドラインは、東日本大震災の影響により
借入金を弁済することができなくなった（またはその
おそれのある）被災者の方々の債務整理を円滑に進
め、生活再建を支援するための仕組みです。
　このガイドラインを利用することにより、金融機関
と既存のお借入れについて債務の免除などを話し合
うことができます。また、このガイドラインを利用し
ても、破産手続きとは異なり個人信用情報の登録な
どの不利益を回避することができます。さらに、国
の補助により無償で、下記運営委員会に登録された
弁護士等から支援を受けることができます。
　震災の影響による借入金の負担などでお悩みの方
は、下記運営委員会宛まで、どうぞお気軽にご相談
ください。
　なお、間接的な影響による場合も支援を受けれる
可能性があります。
○問い合わせ先
　・個人版私的整理ガイドライン運営委員会コール

センター（受付時間：平日９：00～17：00）
　　フリーダイヤル　☎0120-380-883
　・青森支部　
　　〒030-0823　青森市橋本２-２-17
　　青森県商工会館４階　☎017-721-1015

平成24年度協会けんぽ青森支部の
健康保険料率について

　全国健康保険協会（協会けんぽ）青森支部では、
県内の中小企業の従業員とそのご家族が加入する健
康保険事業を運営しています。
　当支部の健康保険料率は、４月納付分より9.51％
から10.00％に引き上げとなります。（介護保険料率は
1.55％）
　引き上げの背景には、医療費の増加、景気の低迷
による保険料収入の減少のほか、高齢者医療の支援
に要する費用の大幅な増加、引き上げを強く要望して
いた国庫補助率が据え置かれたことなどがあります。
　経営環境や家計の状況が厳しい中ではございます
が、皆様の医療を支えるため、何とぞご理解いただ
きますようお願いいたします。

問全国健康保険協会青森支部
　青森市長島２－25－３　☎017-721-2713

平成23年分の申告と納付の期限をお忘れなく
平成23年分の申告と納付の期限は次のとおりです。
○申告所得税、贈与税……３月15日（木）
○消費税及び地方消費税……４月２日（月）
◆振替納税をご利用ください
　ご指定の金融機関の預貯金口座から自動的に引き
落とされる確実で便利な振替納税をぜひご利用くだ
さい。
【振替納税による振替日】
○申告所得税……４月20日（金）
○消費税及び地方消費税……４月25日（水）
※振替納税を利用しない場合は、ご自分で納付書を
記入のうえ、納付の期限までに金融機関（銀行等、
郵便局）または税務署の窓口で納付してください。

※期限を過ぎて申告すると振替納税や延納制度が利
用できなくなるほか、加算税がかかる場合があり
ます。

※納付が遅れると延滞税がかかる場合があります。
問むつ税務署　☎22-3294
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●インフォメーション●

　【遊んでみよう！～お喋りな花瓶・天使と柱～】
　むつ科学技術館の一階「自然の不思議な世界」のコーナーでは、科学の不思議を楽しめる展示品が約30点あ
ります。今回はその中から２つ「お喋り（しゃべ）りな花瓶（かびん）」と「天使と柱」をご紹介致します。

Ｑ．写真の中に何が見えますか？

☆写真①☆　　　　　　　　 　　　　☆写真②☆

　左の写真①が「お喋りな花瓶」、右の写真②が「天使と柱」という名前の展示品です。パッと見て、最初に
何が写っていると思いましたか。写真①には花瓶、写真②には立派な柱が５本でしょうか。では、別なものに
気付いた方はいますか？
　実は、写真には他にも６人の人がいます。写真①の白い部分に注目すると向かい合う横顔が、写真②の柱の
間に注目するとちょっとおじぎをした４人が見えます。もしかしたら先にこの人たちに気がついた方もいるか
もしれません。
　花瓶と人、柱と人。どちらもあるとわかった後でも、不思議なことに、どちらかに注目しているときにはも
う一方はあまり意識されません。人間の頭には、見るものを選ぶ仕組みがあるのです。時には集中しすぎて、
周りに何があるか全く見えないこともある位です。先ほどの写真を見たときにも同じことが起きています。ど
こに注目するのかは人それぞれなので、最初に花瓶が見えなかったら間違いということでもありません。身の
回りのものでも、今までと違う見方で見てみると新しい何かが発見できるかもしれませんね。
　ところで、「お喋りな花瓶」にはちょっとした仕掛けがあり、あることをすると名前に「お喋り」とついた
理由がわかります。ぜひむつ科学技術館で確かめてみてください。
問むつ科学技術館　☎25-2091　FAX 25-2092　《URL》http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

◆むつ科学技術館だより◆

　人事院では、次のとおり国家公務員採用試験を実施いたします。

　なお、申込方法や受験資格等の詳しい内容については、人事院ホームページ又は下記にお問い合わせくださ
い。
問人事院東北事務局　第二課　試験係　☎022-221-2022
　人事院ホームページ　http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

国家公務員採用試験のお知らせ

フェリー大間～函館航路運休のお知らせ
　就航船舶法定検査（ドック）のため、下記のスケジュールのとおり運休いたします。ご利用のお客様には大
変ご不便をおかけしますが、何卒ご協力賜りますようお願いを兼ね、お知らせいたします。

（注）３／ 13は大間発07：10出港後運休となります。
　　　３／ 23は函館発17：00からの運航再開となります。
問津軽海峡フェリー株式会社　大間支店　☎37-3111

試験名 受付期間（郵送の場合は、受付最終日の通信日付印有効） 第１次試験日

総合職試験
（院卒・大卒程度）

４月２日（月）～４月９日（月）【インターネット】
４月２日（月）～４月３日（火）【郵送・持参】

４月29日（日）

一般職試験
（大卒程度）

４月10日（火）～４月19日（木）【インターネット】
４月10日（火）～４月11日（水）【郵送・持参】

６月17日（日）

一般職試験
（高卒者）

６月26日（火）～７月５日（木）【インターネット】
７月２日（月）～７月10日（火）【郵送・持参】

９月９日（日）

３／ 13
３／ 14 ～

３／ 22
３／ 23 ３／ 24 ～

大 間 発
07：10 ○ × ×

通常運航
14：20 × × ×

函 館 発
09：30 × × ×

通常運航
17：00 × × ○

○印は運航いたします。　×印は運休いたします。
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●インフォメーション●

　公益財団法人みちのく・ふるさと貢献基金法人
では、県内における個人、団体、ＮＰＯ法人、企
業等が地域の発展、地域貢献に資するために地域
資源を活用･創造する活動や、健康増進、医療、
福祉、環境に関連する活動に対し、必要な費用を
助成しています。
◎応募期間　平成24年４月１日（日）
 ～６月30日（土）
◎応募方法　ホームページから申請書をダウン

ロードし、必要事項を記入して財団
事務局へ送付してください。

◎助 成 金　必要費用以内で、100万円を限度
◎問い合わせ　公益財団法人みちのく・ふるさと
　　　　　　貢献基金　事務局☎017-774-1179

 URL:http://www.michinoku-furusato.or.jp

『みちのく・ふるさと貢献基金』
� 助成事業募集のお知らせ　日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての

方は、国民年金に加入して保険料を納めることに
なります。
　自営業者・学生・フリーターの方などが20歳に
なったときは、住所地の市町村役場へ国民年金加
入の手続きが必要です。また、厚生年金保険や共
済組合の加入者（第２号被保険者）に扶養されて
いる配偶者の方が20歳になったときは、第２号被
保険者の勤務先を経由して加入の手続きを行うこ
とになります。
　なお、第２号被保険者が20歳になったときは、
加入の手続きは必要ありません。
　国民年金の加入手続きをきちんとして、保険料
を納めましょう。

問むつ年金事務所国民年金課　☎22-2278

20歳になったら国民年金

　ＮＴＴ東日本では、４月中に順次、新しい青森
県版の電話帳を各ご家庭や事業所へお届けいたし
ます。現在お使いの電話帳は、お届けの際に回収
いたしますので配達員へお渡しください。回収し
た電話帳は、地球環境保護や資源の有効活用のた
め、新しい電話帳の原材料となります。
なお、ご不在等で配達員に電話帳を渡せなかった場合、
下記の「タウンページセンタ」までご連絡いただければ、
後日、改めて回収にお伺いいたします。
問タウンページセンタ　平日：午前９時～午後５時
　フリーダイヤル　0120-506-309

ＮＴＴ東日本の電話帳を発行いたします
　「最低賃金総合相談支援センター」では、平成
23年10月より最低賃金が引き上げになり、大きな
影響を受ける中小企業事業主の皆さまのために、
経営改善や生産性向上とともに、賃金制度・労務
管理・就業規則などの見直し等の相談について、
それぞれの専門家がワン・ストップで対応する無
料の相談窓口を設置しています。是非ご利用くだ
さい。
＊厚生労働省からの委託を受けて行っていますの
で、ご相談内容、企業、個人情報などは厳守。
安心して相談できます。

＊相談のみでなく、さらに専門家を無料で県内の
各企業へ派遣し、個別にコンサルティングを受
けることもできます。

開設日　平日　午前９時～午後５時（月18日間）

問青森県最低賃金総合相談支援センター
　〒030－0803　青森市安方２－９－20

（青森県社会保険労務士会内）
� ☎017-773-5179【要予約】

最低賃金総合相談支援センターからお知らせ

　ところで地球温暖化ってどんなこと？
　地球は太陽に暖められております、一方で赤外
線の形で宇宙へ熱を逃がし、丁度バランスが保た
れております。
　ところが大気中に二酸化炭素（炭酸ガス）等が
増えますと、宇宙に逃げる熱をさえぎるため地球
が温室のようにどんどん暖かくなり、地球環境に
大きな影響を与えています。
　私たちは、日常生活のため大量のエネルギー
を消費しています。
　石油や石炭などの地下資
源を燃やし、二酸化炭素を
発生させている現状を再度
認識し、どうしたら地球温
暖化防止に寄与できるのか、
考えてみましょう。

東北電気保安協会からのお願い

　ママとベビーが集まってワイワイおしゃべり・
お遊びしているサークルです。気軽に遊びに来ま
せんか？もちろん参加無料！
対象者：０才～保育園／幼稚園入園までのベビー
　　　　＆ママ
開催日：３月６日（火）、13日（火）、19日（月）、
　　　　27日（火）
時　間：午前10:00 ～ 12:00
場　所：開発センター２階（和室）
問い合わせ・連絡先：住民福祉課　保健師
 電話：37－2111（内線21・22）

海峡保養センター
■営業時間　午前９時～午後９時 ☎37-4334
＊指定された駐車場に駐車してください。玄関前、
ロータリー付近は駐車禁止となっております。

養老センター
■営業時間　午前９時～午後８時 ☎37-2411
■今月の休館日　６日、13日、20日、27日
＊指定された駐車場に駐車してください。

♨�大間温泉�♨
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人 口 男 女 世 帯 数

総数 6,236（－２） 3,216（－３） 3,020（＋１） 2,584（－３）

大間 4,806（－２） 2,494（－３） 2,312（＋１） 2,031（－４）

奥戸 1,237（±０） 621（±０） 616（±０） 480（±０）

材木 193（±０） 101（±０） 92（±０） 73（＋１）

平成24年１月末現在（　）前月比

おくやみ
　申し上げます

ご結婚
　おめでとう

お誕生
　おめでとう

「戸籍の窓」には大
間町に住民登録をし
ている人の出生、死亡、結婚について記載しま
すが、個人のプライバシーを尊重する意味で
載せてほしくない人は届出の際に係に申し出
てくださることをお願いいたします。

　伊藤　美
み

夢
らん

（大樹）　伊藤　美
み

叶
らの

（大樹）

　北舘　　凜
りん

（貴之）　米持　　樹
いつき

（嵩仁）

山本　君子　85 歳　　　金澤　綱良　71 歳

米澤　　均　80 歳　　　藤田　ふよ　94 歳

駒井ミツ子　77 歳　　　熊谷　辰夫　83 歳

笹谷はるゑ　88 歳

　先月初めのあの雪は凄まじかったですね。あんなに
前が見えない中車を運転することはないので、ヒヤヒ
ヤしながら運転していました。あの中無事職場や家に
たどり着いたのは奇跡です。（笑）
　大人は嫌がるあんな雪でも子どもたちは無邪気にか
まくらをつくったりソリで滑ったりと雪で遊んでいる
姿を見て、自分の小さい頃を思い出しなんだか心が温
かくなりました。
　気温も早く暖かくなって欲しいと願う今日この頃で
す。 ゆ

(
 湊谷　聖孝（大間町）

  菊池　美夏（大間町）

(
 柳谷　　亮（大間町）

  工藤ゆかり（風間浦村）

(
 今井　智之（大間町）

  篠崎真由美（大間町）

(
 金澤　　誠（大間町）

  中川　直子（大間町）

１月届出分

晟
じょう

太
た

郎
ろう

くん（１歳４ヶ月）

お兄ちゃん二人に揉まれながら毎日元気

に過ごしています(^^)

わがまま放題の三男坊だけど、 優しく元

気におっきくなってね♥
� 竹内大輔・はるかさん（大間字大間平）


